
4 月の主な行事 

１日 ： エイプリルフール 

８日 ： タイヤの日 

１５日  ： ヘリコプターの日 

１７日  ： 恐竜の日 

２８日  ： 象の日 

２９日  ： 昭和の日 

 

 

 

 

 

 

リビング＆ダイニングが素敵になる、春の模様替え 
 

ぽかぽか陽気の日が増え、春の訪れを感じる今日この頃。新しい季節の

はじまりは気分を一新したくなりませんか？そんな方におすすめしたいのは、

リビング＆ダイニングの模様替えです。 

 「リビングとダイニングは、一日の中で長い時間を過ごす場所。春らしい

インテリアにすることで、気持ちが華やぎます」とアドバイスをくれたのは、和

のインテリアに詳しい柳本あかねさんです。 

 模様替えと言っても、テーブルやソファーなどを買い換えるのは、出費や

手間が気になります。そこで、少しの予算とすきま時間でできる、模様替えアイデアをいくつか教えていただきました。 

 まずは、リビングに桃や桜を飾って、家でお花見気分を演出する方法をご紹介します。 

 「３月初旬は桃、中旬以降は桜を生花店で購入することができます。そのまま花瓶で生けてもいいですが、小枝に切り

分けて、小さな徳利、湯飲みや小鉢に入れて飾ると、和情緒あるかわいらしい飾りつけに仕上がります。テーブルの上や

窓際に置けば、家の中でもお花見気分が味わえそうです」（柳本さん） 

 桜や桃の小枝は生ける以外にも、スプーンやフォーク、箸などのカトラリーに白いリボン、または細長く折りたたんだ懐

紙を使って結んで飾るのがおすすめ。春の旬の料理と一緒に並べれば、素敵な食卓ができあがります。 

 さらに、和紙をプラスすることで、非日常ダイニング空間を作ることができるそう。 

 「白と薄いピンクの和紙を用意します。ハサミを使い、白の和紙はランチョンマットぐらいの大きさに切ります。ピンクの

和紙は、１０ｃｍぐらいの桜の花びらの形に切り抜きます。ダイニングテーブルの上に白の和紙を敷き、その上にピンクの

桜の和紙をのせ、器を置けば、料亭のような雰囲気になります」（柳本さん） 

 また、この時季にぜひ実践してほしいのは、軽やかなレースを使ったインテリアです。 

 「手芸店で幅２０ｃｍ程度の幅広レースを１ｍほど購入し、切りっぱなしの状態のままダイニングテーブルに敷きます。

それだけで涼しげなテーブルライナーになります。レース生地は、あえて切りっぱなしのほうがラフな印象でおしゃれに見

えるんです」（柳本さん） 

 レース生地は少し多めに購入し、ハサミで１０ｃｍ四方に切れば、お揃いのレース生地のコースターも作ることができま

す。 季節感あふれるリビング＆ダイニングの模様替えアイデア、ぜひこの春取り入れてみてください。 

                                                                                                以 上 

                                               ※掲載内容の無断転載を禁じます 
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安全運転のポイント 
警察庁の発表によると、平成29年の交通事故による死者数は3,694人で、警察庁が保有する昭和23年以降の統計

で最小となりました。そこで平成29年の交通死亡事故の主な特徴をまとめてみました。(資料は、警察庁「平成

29年中の交通死亡事故の発生状況及び道路交通法違反取締り状況等について」による)。     

 

 

年齢層別に死者数をみると、65歳以上の高齢者が 2,020人で、全死者

数に占める割合は54.7％と過半数を占めています(図１)。 

また、65歳以上の高齢者の死者数を状態別にみると、歩行中が972人

(48.1％)、自動車乗車中が579人 (28.7％)、自転車乗用中が326人

(16.1％)、二輪車乗車中が136人(6.7％)となっています(図２)。歩行中

の死者972人を昼夜別でみると、昼間の318人に対して、夜間は654人で

あり、夜間は昼間の２倍以上となっています。歩行速度が遅く、黒っぽ

い服装の多い高齢者は目立たず発見が遅れがちですから、生活道路など

では、特に高齢者に注意して走行しましょう。 

 

 

死亡事故件数を事故類型別にみると、車両相互が 1,374件(37.9％)、人対車

両が1,279件(35.2％)、車両単独が927件(25.5％)となっています(図３)。 

最も多いのは、人対車両の「横断中」の907件 (25.0％)で、全体の４分の１

を占めています。 

車両相互をみると、最も多いのは「出会い頭衝突」の504件で全体の13.9％

を占めています。「出会い頭衝突」の多くは、信号機のない見通しの悪い交差

点で発生しています。そのような場所では、一時停止または徐行による安全確

認を確実に実践していく必要があります。 

 

 

死亡事故件数を道路形状別にみると、交差点内が 1,293件（35.6％）、交差点

付近が374件（10.3％）を占め、交差点内と交差点付近を合わせると45.9％とな

ります(図４)。 

また、平成29年の人身事故統計をみると、交差点内と交差点付近は54.1％であ

り、半数を超えています（警察庁「平成29年中の交通事故の発生状況」による）。 

交差点は最も事故の起こりやすい場所ですから、他車や自転車、歩行者の動き

に十分注意して、慎重な運転を心がけましょう。 

 

 

原付以上の運転者が第１当事者となった死亡事故件数を法令違反別にみる

と、「漫然運転」が545件(16.8％）で最も多く、次いで「運転操作不適」

429件（13.2％）、「脇見運転」393件（12.1％）となっています（図５）。 

疲労や風邪などにより体調が悪いにもかかわらず運転したり、気にかかる

ことなどがあって考え事をしながら運転すると、漫然運転に陥りやすくなり

ます。体調不良のときは運転を控える、気にかかることがあっても、ハンド

ルを握ったら運転に集中することを心がけましょう。 

 

 

 

昼夜別の死者数は、昼間が1,892人（51.2％）、夜間は1,802人（48.8％）

で夜間より昼間のほうが多くなっています(図６)。 

状態別で見てみると、昼間は自動車乗車中が多いのに対して、夜間は歩行中

が多く、全死者数の４分の１を占めています。 

夜間に走行するときは、ヘッドライトのこまめな切り替えによって、できる

だけ上向きヘッドライトを活用し、歩行者を早めに発見するよう努めましょう。 


